
 

                          令和５年６月１６日 
 
 三木市教育委員会 様 
 
                        三木市学校給食審議会 
                          会長 水野 千恵 
 

学校給食の実施に関する重要な事項について（答申)  
 

         令和５年４月２４日付け教育委員会諮問第１号で諮問のありました「学校給

食の実施に関する重要な事項について」のうち、「三木市学校給食基本方針の策

定について」及び「三木市学校給食費の改定について」に関して、当審議会にお

いて審議を重ねた結果、別添のとおり答申します。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別添 

 答申内容 

 

１ 三木市学校給食基本方針の策定について 

 

学校給食は、学校給食法に基づき、成長期にある児童生徒の心身の健全な発達

に資すること、かつ、児童生徒の食に関する正しい理解と適切な判断力を養うこ

とを目的に実施されています。この目的を達成するために、別紙のとおり提言し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

２ 三木市学校給食費の改定について 

 

（1） 改定について 

食材費の価格高騰が続く中、学校給食摂取基準を満たし、学校給食を「生

きた教材」として活用するための質や量を維持する必要があります。 

このことにより、現行の給食費の額では適正な給食を提供することが困 

難であることから、給食費の額を改定することが妥当であると判断しまし

た。 

 

（2） 改定額について 

   事務局から提示された改定額案を審議した結果、食材費の高騰分の増額 

と県産の食材を積極的に取り入れるため、輸入小麦粉から兵庫県産小麦粉 

に変更することによる増額を加え、下記のとおり改定することが適切であ 

ると判断しました。 

 

 現行 改定額 

小学校給食費（１食当たり） 234 円 272 円（+38 円） 

中学校給食費（１食当たり） 265 円 310 円（+45 円） 

 

（3） 改定時期について 

   保護者や市民へ周知するため、令和６年４月分からの改定が妥当である 

と考えます。 

 

３ 附帯意見 

 

   給食費の改定による保護者負担増への対応として、国等からの物価高騰に 

対する支援策があれば、給食費への積極的な活用を希望します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

答申に至った経緯 

 

平成２７年度の給食費改定以降、学校給食における、主食や牛乳の価格が上

昇している中、食材の選定や献立を工夫し、副食の食材費を切り詰めながら、

必要な栄養価を確保されています。 

しかし、昨今の社会情勢に伴い、食材費が高騰し続け、このままでは、安定

した学校給食の提供に支障が生じる恐れがあります。 

こうした状況を当審議会において審議した結果、給食費の額を改定すること

が妥当であるとの判断に至りました。 

現在の額に、食材費の高騰分と輸入小麦粉から兵庫県産小麦粉に変更するこ

とによる増額分を加えて、改定額としました。これにより、県産の食材を積極

的に取り入れることにもつながります。 

また、給食費の無償化に向けて、国の動向を注視し、市としてふるさと納税

の活用等の財源を確保する努力していく必要がある等の意見がありました。 

 

（表 1 推移状況） 

 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ1 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ5.4 

消費者物価

指数(食料) 

94.6 96.2 96.8 98.2 98.7 100 100 104.5 111.6 

小学校牛乳

代（円） 

52.19 52.63 52.75 53.43 55.48 56.67 57.83 59.26 67.39 

小学校主食

（円） 

53.41 54.06 57.0 58.13 58.99 62.56 62.25 62.55 64.41 

中学校牛乳

代（円） 

65.23 65.78 65.93 53.43 55.48 56.67 57.83 59.26 67.39 

中学校主食

費（円） 

61.58 62.46 66.06 67.31 68.19 72.54 71.44 71.71 73.98 

 

【案 1 物価高騰分のみ】 

  上記表１を基に令和６年度の飲用牛乳、主食・副食の物価高騰分の増額を

行う。 

 現行（日額） 日  額 月  額 

小学校給食費 234 円 270 円（+36 円） 4,540 円（+600 円） 

中学校給食費 265 円 308 円（+43 円） 4,760 円（+660 円） 

 

 



 

 

【案 2 小麦粉を県産に変更】 

  上記案１の増額に加え、現在の輸入小麦粉から県産小麦粉に変更した場合

の増加分として２円の増額を行う。 

 現行（日額） 日  額 月  額 

小学校給食費 234 円 272 円（+38 円） 4,575 円（+635 円） 

中学校給食費 265 円 310 円（+45 円） 4,790 円（+690 円） 

 

【案 3 副食・デザート類の充実】 

  上記案２の増額に加え、さらに副食を充実させるため６円の増額を行う。

（週に１回デザート提供予定） 

 現行（日額） 日  額 月  額 

小学校給食費 234 円 278 円（+44 円） 4,675 円（+735 円） 

中学校給食費 265 円 316 円（+51 円） 4,884 円（+784 円） 

 

＊月額は、基準給食回数 小学校 185 回、中学校 170 回に日額を乗じて、11

か月で割って算出。 

 


